
様式④ 

教員活動状況報告書 
 

提出日：令和   6  年   3  月  1 日 

                                所 属：生命・環境科  学部  環境科  学科 

氏 名： 遠藤 治     職位：教授          

役 職：                     

Ⅰ ティーチング・ポートフォリオ 

１．教育の責任（教育活動の範囲） 

（教育活動について何をやっているのか：役職担当・主要担当科目リスト(必修，選択)

（受講者数）（学部向け，大学院向け）（學理データ活用） 

 教師として何に責任を負っているかを明確にし，自分が担当している授業科目に関して

数行で説明する。        （分量の目安：2～5 行（80 字～200 字）（科目表以

外）） 
※分量（字数）はあくまで目安ですので，超えても構いません。内容を優先して下さい。（以下同じ） 

 

 私自身、麻布大学の卒業生であり、在学中から外研生として研修した厚生省国立公衆衛

生院（現厚生労働省国立保健医療科学院）も含めて、恩師・諸先輩方の薫陶を受けた。こ

のことが就職後の公衆衛生院等での職務に反映されたと強く感じている。したがって、こ

の自分自身の体験も踏まえて、特に自身が専門としてきた生活環境衛生分野において、本

学の建学精神である「学理の討究と誠実なる実践」のできる人材養成を行いたいと考えて

いる。 
 

科目名 学科・専攻 必，選，自 配当年次 受講者数 

地球環境科学 環境 必 1 69 

大気環境学 環境 必 2 73 

環境衛生学 環境・食品 必・選 2・3 78・53 

環境衛生学実習 環境 必 2 72 

環境毒性学 環境 必 3 50 

環境毒性学実習 環境 必 3 44 

環境リスク学同演習 環境 必 3 51 

科学技術英語 環境 選 3 5 

卒業論文 環境 選必 3・4 6・7 

 

 

２．教育の理念（育てたい学生像，あり方，信念） 

１．で説明した教育面での責任を基にしながら自分の教育理念に基づいて自分の教育アプ



ローチについてまとめる。(自分の教育アプローチの説明：なぜやっているのか，自らの信

念，価値，目指すもの)          （分量の目安：8～12 行（320 字～480 字）） 

 

本学は東京獣医講習所を出発点とするが、時代とともに進化し、現在「地球共生系～人

と動物と環境の共生をめざして～」を標榜している。 

 私は 2018～19 年度に環境科学科⾧を拝命したが、オープンキャンパス等で学科紹介の

際、「人には人のお医者さん、動物には動物のお医者さん（獣医師）、そして環境には環

境のお医者さん」と表現させていただいた。環境科学科の目指すべきは「環境のお医者さ

ん」であると考える。 

 医療・獣医療に様々な専門医（内科、外科、精神科など）があるように、「環境のお医

者さん」にも「空気環境」「水環境」「環境分析」「環境衛生」「環境調査」「環境行政」

など様々な専門分野が存在する。私は「大気環境学」で「空気環境」を、「環境衛生学」

「環境毒性学」等で「環境衛生」分野を分担していると自認している。 
 

３．教育の方法（理念を実現するための考え方，方法） 

教育の目的と目標（これまでの教育経験においていつも行っていること。重要視してい

ること。自分の教育を特徴づける方法）    （分量の目安：15～24 行（600 字～960

字）） 

 

環境科学科（環境のお医者さん）は、獣医学科（動物のお医者さん＝獣医師）や臨床検

査術学科（広義で人のお医者さん≒臨床検査技師）と比べ、目標は不明確となりやすい。

それゆえ昨今の社会情勢の中で、学生の自己肯定観が相対的に低いように感じる。 

（学生に対して）肯定できる自己を発見してほしいと思っており、（教員として）その

きっかけを与えられる教員でありたいと念じている。 

そのため重視しているのは、一言でいえば「一期一会」であり、その「きっかけ作り」

として、「基本・基礎」を重要視している。 

講義科目では「専門用語・略語」の正しい理解を、実習科目では「基本操作」の習得を

重視している。 

 

アクティブラーニングについての取組 

「環境リスク学・同演習」の中で関本先生や特任の先生方の協力を得て、グループワー

クを導入している。新しい試みなので中には戸惑いを隠せない学生もいるが、授業評価で

は一定の評価も受けているので、特に実習や演習の科目で活用したいと考えている。 

 

ICT の教育への活用 

令和 5 年度から環境科学科の LMS が AzaMoodle となった。不慣れではあるが、研究室

の定例ゼミや授業の一部でオンラインを活用している。今後、内容により効果的な手段と



して ICT も活用していきたい。 

 

4. 教育方法の改善の取組（授業改善の活動）（分量の目安：15～24 行（600 字～960 字）） 

現在の授業実践・教授手法をどのように改善していますか。 

（①から⑤まで個別に記載又は①から⑤までまとめて記載ください） 

 

①教育（授業，実習）の創意工夫（A） 

 

2023 年度から、環境科学科の LMS が AzaMoodle に変更された。不慣れではあるが、前

年度までに作成した「オンデマンド資料」、特に「動画」なども活用し、工夫した。 

 

②学生の理解度の把握（B） 

 

 AzaMoodle の導入で学生の到達度評価への反映が期待されたが、全学的な LMS の統一

がなされておらず、また教員側も不慣れなため、期待通りには反映できていないように感

じている。 

タブレット端末など必携化されたが、いわゆる Z 世代なのか、スマホは使えても PC/タ

ブレットを使いこなせていない学生も散見される。学生間の格差が大きくなったように感

じられる。 

 

③学生の自学自習を促すための工夫（A） 

 

 2023 年度から環境科学科の LMS が AzaMoodle に変更されたので、これまで「学理」用

に作成していた資料や MP4 動画などを見直し改善して、事前に AzaMoodle にアップした。 

 またオンデマンド用授業録画を復習兼用とし、すべての配布資料を授業期間終了（前期

なら前期終了時）まで継続して AzaMoodle にアップした。 

 

④学生とのコミュニケーション(質問への対応等) （A） 

 

 対面授業となり、質疑応答はしやすくなったように感じている。 

 

⑤双方向授業への工夫（B） 

 

 上記のようなアプローチは行っているが、具体的な成果としては現れていないように感

じている。 

 

※A（十分実施している）B（実施しているが十分でない）C（うまく取り組めていない） 



 

⑥国家試験対策としてどのような取組をしましたか。（V 学科，M 学科の教員の方のみ記

載してください。） 
 

 

5.学生授業評価（分量の目安：４～7 行（160 字～280 字）） 

①授業評価の結果をどのように授業に反映させましたか。 

 

 LMS（AzaMoodle、昨年までは学理）アンケート結果を逐次確認するようにし、できる

だけリアルタイムにアンケート活用するよう努力した。 

 

② ①の結果はどうでしたか。 

 

 サイレントマジョリティーなのか、個別コメント等は少なかった。 

 

③ ②を踏まえて次年度はどのように取組みますか。 

 

学生個々人への目配せも含め、より積極的な活用を努めたい。 

 

6.学生の学修成果（分量の目安：４～7 行（160 字～280 字）） 

①学生の成績向上に資する取組を何か考えていますか。 

（参考となる取組については，学内で共有させていただく予定です。） 

 

 AzaMoodle の導入で学生の到達度評価への反映が期待されたが、全学的な LMS の統一

がなされておらず、また教員側も不慣れなため、期待通りには取り組めていない。 

 スマホは使えても必要なパソコン・スキルのない（そもそも興味すらない）学生も少な

くなく、むしろアナログな対応が必要なように感じることもある。特に「デジタル」と

「アナログ」のバランスが必要不可欠だと思うが、残念ながら具体的な妙案はない。 

 

②教育活動によって得られた学生の成果及び学生・第三者からの評価 

 

環境衛生学研究室所属で卒業研究指導を行った学生が環境科学科の古泉賞に選出された。

（なお成績最優秀の越智賞も併せて受賞） 

当該学生は、2017 年に神奈川県立座間高校の出張授業を行った際の受講者で、これがき

っかけで本学環境科学科に入学、研究室も環境衛生学研究室を選択してくれた。レアケー

スかもしれないが、このような経緯を有する学生が成果を出してくれたことは「一期一会」

を標榜する教員としては非常に喜ばしいことである。また環境科学科は入学者確保に苦慮



しているが、学科一丸となった地道な努力が奏功したもので、志願者拡充の意味でも、高

校との連携は不可欠に思う。 

 

7. 指導力向上のための取組（FD 研究会参加状況）（分量の目安：1～2 行（40 字～80 字）） 

 

可能な限り積極的に参加した。 

 

8．今後の目標（理念の実現に向かう今後のマイルストーン） 

 教育活動に関する今後の目標を記載してください。短期的な目標と⾧期的な目標を分け

て記載してもかまいません。（分量の目安：3～6 行（120 字～240 字）） 

 

定年まで残り 1 年なので、短期目標のみとなるが、「一期一会」総決算のつもりで、特

に研究室に配属された学生に対して、一層丁寧な指導を心がけたい。 

 

9．添付資料（根拠資料）（※）資料名のみ 

  ※資料については非公開扱いのものもありますので，資料名のみを記載してください。 

 

・2023 年度生命・環境科学部担当授業時間数の確認について（教務課配布資料） 

・授業シラバス 

・FD 研修「ティーチング・ポートフォリオ（ブラッシュアップ研修）」（2023 年度版） 

・授業評価アンケート 

 

  



                      

 

参考 

※ ティーチング・ポートフォリオにおける自己記述を裏付けるエビデンス例 

 

（「実践ティーチング・ポートフォリオ スタータブック」（大阪府立大学高専ティーチ

ング・ポートフォリオ研究会 編）から引用） 

 

（自ら作成するもの） 

1. 授業に関するもの 

シラバス，小テスト，宿題，レポート課題，試験問題，教材（配布資料，パワーポイ

ント資料など） 

2. 教育改善に関するもの 

（教育に直接貢献する研究，FD プログラムなどへの参加記録，教育の工夫を示すもの

（複数年のシラバス等），教育活動関連の補助金の獲得 

 

（他者から提供されるもの） 

1. 学生から 

授業評価データ，授業に関するコメント（授業評価の自由記述やメールのやりとり

等），卒業生から授業や教育についてのコメント 

2. 同僚から 

授業参観の講評，作成教材についての意見，同僚のサポート実績 

3. 大学／学会等から 

教育に関する表彰，教育手法等に関する講演の記録及び招聘の要請書類，カリキュラ

ムやコースの設計などについての評価 

 

（教育/学習の成果） 

授業科目受講前と受講後の試験成績の変化，学生の小論文・報告書，学生のレポートの

「優秀」「平均的」「平均以下」の例，特に優秀な学生についての記録，指導学生の学会

発表などの成果，学生の進路選択への影響についての事実，学生のレポートの改善の軌跡 

 


